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1. MYFV はブロモウイルス属に属する植物ウイルスであり、3 分節のプラスセンス
一本鎖 RNA をゲノムとして持つ。RNA1 と RNA2 にはそれぞれウイルス RNA
の複製と転写に関わる 1a と 2a タンパク質がコードされている。RNA3 にはウ
イルスの細胞間移行に関わる 3a タンパク質と外被タンパク質(CP)がコードされ
ているが、CP は RNA3 のマイナス鎖から転写されるサブゲノム RNA4 から翻訳
される。これまで遺伝子操作系が確立されていなかった MYFV の感染性 cDNA
クローンを作成し、全塩基配列を決定した。その結果、MYFV は RNA3 の遺伝




2. RNA3 の 5′ UTR に種々の欠失あるいは塩基置換変異を導入し一細胞における増
殖能を調べた結果、3a タンパク質遺伝子の開始コドンの約 20 塩基上流に予測さ
れる二本鎖 RNA 構造が RNA3 の蓄積に重要であることが示唆された。脱液胞化
タバコ BY-2 プロトプラスト由来の in vitro 翻訳複製系を用いて解析をおこなっ






3. RNA3 の 5′ UTR のうち 3a コード領域近傍に存在する二本鎖構造領域に変異を
導入すると、野生型と比較して CP の蓄積量は顕著に低下した。ウイルス感染の
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（続紙 ２ ）                            
（論文審査の結果の要旨） 









1. これまで遺伝子操作系が確立されていなかった MYFV の感染性 cDNA クロー
ンを作成し、全塩基配列を決定した。他のブロモウイルスと比較解析をおこな
い、MYFV は RNA3 の遺伝子間領域に poly(A)配列が無く、RNA3 の 5′ UTR
に約 200 塩基の反復配列が存在するなど、ユニークなゲノム構造を持つことを
明らかにした。 
2. RNA3 の 5′ UTR の反復配列の欠失体を野生型とともに植物細胞に接種する
と、野生型が有意に蓄積したことから、この配列内部にウイルス感染に有利に
働く因子が存在することが示唆された。 
3. MYFV RNA3 の 5′ UTR における変異体解析により、RNA3 の蓄積に重要な二
本鎖 RNA 構造を新たに同定した。また in vitro 複製系を用い、この二本鎖構
造がマイナス鎖 RNA 合成に関与している可能性を示した。さらに、二本鎖構
造と MYFV の複製酵素の間に特異的な相互作用が存在する可能性を示した。  
4. MYFV RNA3 と RNA4 の合成速度に影響を与える二本鎖構造を、MYFV 
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